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第52話　スタジオ夜話（番外編）

サウンドドラマの制作
（音声調整卓）Ⅱ　基本構成と機能　

☆はじめに

　梅雨の季節も終わりましたが日本各地で
は集中豪雨で大変なことになってしまいま
した。
　お見舞い申し上げます。これからしばら
くの間、今度は暑さに悩まされる季節とな
ります。読者皆様におかれましては熱中症
など健康にはお気を付けお過ごしください。
　さてスタジオ夜話番外編サウンドドラマ
制作、前回から制作ツールの要、音声調整
卓についてお話ししています。今回はその
Ⅱ調整卓の機能についてスタジオ夜話的な
視点からお話しします。前回同様今更的な
お話しもあるかと思いますがお付き合いよ
ろしくお願いいたします。

☆基本構成

　前回その目的によって音声調整卓には機
能に若干の違いがあることをお話ししまし
た。今日主流のデジタル音声調整卓ではそ
の目的に対応する機能をかなり自由に設定
することが可能となりました。しかしその
基本はアナログ音声調整卓での目的に合わ
せた機能と構成を知ることが今日のデジタ
ル音声調整卓の設定（コンフィグレーショ
ン）をする上で重要です。そこでまず音声
調整卓の目的別基本構成を考えてみます。
音声調整卓の歴史的背景や目的別を考えず
にその構成をみると4っつのパートで構成
されていることが基本です。（図1）
1）入力パート
2）操作パート

3）出力パート
4）付属パートです。

1）�入力パート入力パートは概ねマイクロ
フォンの入力をある程度の信号レベル
まで増幅するHA（Head-Amplifier) 前
置増幅器で成り立っています。以前マ
イクロフォンのお話しでリボン型のマ
イクロフォンではその出力が低いと説
明しました。HAではその信号を受ける
ため入力レベルは－70dB位を想定し
て設計されています。昨今の調整卓で
は信号レベルの大きいマイクロフォン
が主流となったため－60dB前後で設
計されている機種もあります。大きな
出力でマイクロフォンから信号が入力
された時HAでの入力オーバーで歪み
を起こさないようにHA入力前にATT
（Attenuator) 減衰器があります。おお
よそ10dB単位で3〜5ステップ位
で設定できます。さらに細かく各ステ
ップ間を連続可変で調整出来るものも
あります。かつてNHKではステップ
単位の設定を粗調整、ステップ間の設
定を微調整と言っていました。HA入力
にはかつてマイクロフォンとの入力イ
ンピーダンスマッチング用に入力トラ
ンスが組み込まれたものが多くありこ
のトランスによって音質がかなり作用
されたようです。エンジニアによって
は好みのトランスを組み込んだHAも
用意していたようです。今日ではほと
んどトランスレスになりましたが、一
部のHA専用機器ではトランス使用の
ものもありまたトランスレスの音声調
整卓でもオプションで回路上トランス

受けできるものもあります。HAではマ
イクロフォンが基本入力となるためコ
ンデンサーマイクロフォン用の電源供
給回路も用意されているのが普通です。
HAから次の操作パートへ信号を送り出
す出力回路があります。この回路は操
作をここでは必要の無い外部への出力
も可能となっています。以前マイクロ
フォンでの他機器への分配出力などは
HA入力前で行なっていました。（通称：
頭分け）しかしこの方法だと不都合も
多々あり最近ではほとんどHA出力以
降の回路で分配しています　図1で音
声調整卓の基本構成とともにHA　まわ
りのイメージ図も参考にしてください。
　

2）�操作パートサウンドドラマ制作にあた
ってエンジニアが直接たずさわる部分
になります。マイクロフォンの選択や
セッティングなども非常に重要な要素
であることは当然のことですが直接音
をあつかういわゆるミキシング操作は
直感的な経験にもとずくスキルとセン
スが求められます。音声調整卓の操作
パートはその技術を具体化するセクシ
ョンです。その主たる操作は音量調整
です。現在の音響機器は非常に高性能
で小音量の素材から大音量の素材まで
余すことなくあつかえるようになりま
した。地球の自転する音は聞くことが
できませんが人間に聞こえる音は全て
扱うことができるといっても過言では
ありません。かつての音響機器には（特
に録音機器）音量的にかなりの制約が
ありました。小さい音を小さく、大き
い音を大きくあわせて収録することは
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できませんでした。そこで可能な範囲
にバランスよくおさめることが重要と
なり、大きな音は大きく感じるように
（聞こえるでは無い）小さな音は小さ
く感じるようにそのバランスを工夫し
てきました。ミキシングテクニックで
す。このテクニックは人間の聴覚を研
究して試行錯誤しながら培った巧の技
術です。しかし私たち人間は自然界の
なかでは小さな音には耳を傾け、大き
な音には耳を塞ぐといったことを自然
に行っています。かつての音響機器に
はかなりの制約があり人間のように自
然にそうしたことはできませんでした。
そこで大きな音はその音量を抑え（耳
を塞ぐ）小さな音は増幅して（耳を傾
ける）あつかっていたということです
音声調整卓の操作パートはそうしたテ
クニックを実現するところでもありま
す。今回ここでは触れませんが今日あ
つかえる音に制約がなくなったことを
受け放送などその制約のあるメディア
は別としてこのテクニックも若干考え
る余地が生まれたかとも思います。後
日制作テクニック編で触れることにし
ます。話が前後しましたが操作パート
は主たる音量調整のほか音質調整のセ
クションもあります。イコライジング
です。このセクションはあつかう音の
様々な周波数帯域で増減を行いサウン
ドドラマ制作者のニーズにあわせた音

創りを行います。エンジニアは“音が
まるいとか甘いとか”形容詞で表現す
る音を具体的な音として制作しなくて
はなりません。音声調整卓の操作パー
トはそうした形容詞的に表現された音
を現実の音として翻訳制作する重要な
テクニック表現のパートです。余談に
なりますがイコライジングとは本来「均
一化」Equalizationを意味します。「等
価」Equivalent とは同一の機能など
を別の方法で実現することをいいます。
かつてのアナログレコードやテープ素
材ではその素材の持つ特性から独特の
録音特性が必要とされました。そこで
再生時に元の特性本来のフラットな特
性に戻す均一化が行われます。そこに
phono カーブ（レコード盤）特性や
NABカーブ（録音テープ）の逆特性を
持つ均一化回路イコライザーが必要と
なったのです。そうしたことから周波
数特性を変化させ均一化するイコライ
ザーの意味が機器によって周波数を変
化させる機能をイコライジングと言う
ようになったと推察されます。もっと
も制作者の思いを音質の変化という別
の手を使って実現するあたりはスタジ
オ夜話的には「等価的＝イコライザー
でOK」という気もします。

3）�出力パート出力パートは操作パートと
違い作品制作に直接的にかかわるとこ

ろではありません音声調整卓の使用目
的にかかわるパートです。仔細には触
れませんが例えばその調整卓が放送用
を目的としているなら出力は送信機へ
の放送出力とそれを同時モニターする
出力、マルチトラックレコーディング
を目的とするなら必要チャンネル数の
個別出力が必要となります。PAを目的
とするならば観客拡声用出力とミュー
ジシャンのためのモニター出力といっ
た具合です。また専用機器でなくとも
それぞれの目的を併せ持った機能も多
少は必要です。エンジニアが作業の必
要性にあわせて音声調整卓を選択する
場合この出力パートは重要な選択肢と
なります。

4）�付属パートとの信号コミュニケーショ
ンで重要な役割も果たします各チャン
ネルでの直接的な出力（ダイレクト出
力）以外いくつかの出力回路をまとめ
た（バスアウト）コントロールを行う
のもこのパートです（制作テクニック
編で後述）。出力パートには操作パート
と同様ミキシングが必要な出力が場合
もあります。特にPAのミュージシャ
ン用モニター出力ではいくつもの異な
ったミックスが必要ですそうしたこと
から出力パートの違いで通称レコ卓、
PA卓、放送卓などの区別が行われるよ
うになりました。

☆　次回は
　今回は音声調整卓（基本構成と機能）に
ついてお話しをしました。次回はこの基本
構成と機能がアナログからデジタルに時代
が進むにつれ変化発展した過程をお話しし
て音声調整卓について考えてみたいと思い
ます。今日のデジタル卓全盛の時代、是非
次回のスタジオ夜話番外編、音声調整卓の
基本をお楽しみに！あわせて読者皆様には
楽しい夏休みをお過ごしいただくことを願
います。

急に冷たい風に変わり、降り出しました。大粒の表も混じっていました。時間 50 ミリ
の雨量です。これが長時間続くと被害甚大です。雨上がりの地面には、小枝や葉っぱが
数多く散乱していました。


